
横倉の棚田 

何千年もの間、日本の農家たちはさまざまな種類の地元の森林を管理してきた。里山と呼ば

れるこれらの森林地帯は、地元の流域を保護するのに役立ち、日本の伝統的な農業システム

において重要な役割を果たしてきた。森林で採られた木材は燃料として使用することがで

き、落ち葉は優れた肥料になった。きのこや山菜が森で収穫でき、それらがなければ淡白な

味になってしまう田舎料理に必要な多様性を提供してきた。 

横倉棚田は里山システムの優れた例である。白神山地では、水はブナの木によって集め

られ、やがて地下水面に入るか、小川や河川として山を流れ落ちる。雨水や雪解け水が横倉

の上方の山に溜まり、棚田の上方に湧き出る。湧き水は非常に豊富であるため、下の田を灌

漑するために使用され、段丘であることにより、農家の人々が水稲農業に必要な水位を維持

しやすくなる。 

横倉棚田は、保護する価値があると秋田県に認識されている 50 の水田地帯の 1 つであ

り、残りわずかとなった農家が田を維持し、景観を保護できるように支援する地域イベント

がある。秋田では、白神山地は、それを取り囲む大部分の土地に対して里山のような機能を

果たしている。ブナの木は大量の水を土壌に戻し、緩衝地帯（世界遺産白神山地の核心地域

を取り囲む地帯のこと）で生長する他の植物は、肥料や食物として農家に利用される。 

 


